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(馬尾神経圧迫条件下において－酸化窒素に誘発される

神経根由来の異所性発火に関する研究）

腰椎椎間板ヘルニアによる坐骨神経痛の発生源として障害神経根の知覚線維に

発生する異常興奮、すなわち異所性発火が重要な役割を果たすと考えられる。近

年、ヘルニア塊と神経根が接触する局所に存在しうる化学的因子の一つとして－

酸化窒素(NO)が注目されている。本研究は実際にＮＯが神経根に異所性発火誘発す

る因子であるかどうかを確認するものである。

フツ ﾄにおいて腰部神経根由来の異所性発火の逆行性伝搬を腓腹神経から導出

し、観察する手法を確立した。神経根周囲に直接NO供与体を投与する手法を用い

てＮＯの存在が異所性発火に及ぼす影響を解析した。さらに神経根に慢性圧迫を加

えたモデルを用いてＮＯの作用の変化を解析した。

その結果神経根の慢性圧迫は、異所性発火増大を誘発した。このことは、－次



求心性線維の一部に物理的圧迫を受けた場合に、ある時間経過を経て後根神経節

細胞の興奮性が増大したことを示している。さらに、ＮＯは健常神経根に対する影

響は少ないが、圧迫障害神経根の異所性発火を著明に増大させた。このことは、ＮＯ

は慢性障害神経根に対しては痔痛増強因子となりうることを示唆した。

今回観察された神経根の感受性変化は、他の化学的因子につし牝も生ずる可能

性があり、椎間板ヘルニアの病態において重要な役割を果たしていると推察され

た。今回の実験モデルを用いることにより、異所性発火を指標として、神経根障

害の病態の研究、さらには神経根障害に対する治療薬の効果を定量的に解析でき

る可能性がある。

本論文は腰椎椎間板ヘルニアにおける神経根、後根神経節に対する機械的圧迫

や化学的因子の影響を異所性発火の観点から解明した重要な論文で、この分野の

研究の発展に大きく寄与するものと考えられる。

なお、各審査委員より、本論文とその関連領域に関して試問が行われた結果、適

切な回答が得られた。以上より、本審査委員会は本論文を学位論文に値するもの

と判定した。


